
令
和

年

月


日
水
曜
日

(号
外
政
府
調
達
第



号
)

官
報

２ 競争参加資格
当該工事に係る競争に参加する者に必要な資
格を有する者は、次に掲げる条件を全て満足し、
かつ、八王子支社長による当該工事に係る競争
参加資格確認の結果、資格があると認められた
者とする。
 「中日本高速道路株式会社契約規則」（中日
本高速道路株式会社規程第25号）第11条の規
定に該当しない者であること。
(2) 単体の場合 「令和５・６年度中日本
高速道路株式会社工事競争参加有資格者」
のうち、「橋梁補修工事」の資格を有し、当
該資格の認定の際に算定された経営事項評
価点数が1200点以上である者であること。
（会社更生法（平成14年法律第154号）に
基づき更生手続開始の申立てがなされてい
る者又は民事再生法（平成11年法律第225
号）に基づき再生手続開始の申立てがなさ
れている者については、手続開始の決定後、
当社が別に定める手続きに基づく工事競争
参加資格の再認定を受けていること。再認
定を受けた者にあっては、当該再認定の際
に、「橋梁補修工事」の資格を有し、当該資
格に係る経営事項評価点数が1200点以上
である者であること。）
 特定建設工事共同企業体（甲型）を構成
する場合 「令和５・６年度中日本高速道
路株式会社工事競争参加有資格者」のうち、
「橋梁補修工事」の資格を有し、当該資格
の認定の際に算定された経営事項評価点数
が1200点以上である者の２者又は３者で
構成された共同企業体であること。（会社更
生法（平成14年法律第154号）に基づき更
生手続開始の申立てがなされている者又は
民事再生法（平成11年法律第225号）に基
づき再生手続開始の申立てがなされている
者については、手続開始の決定後、当社が
別に定める手続きに基づく工事競争参加資
格の再認定を受けていること。再認定を受
けた者にあっては、当該再認定の際に、「橋
梁補修工事」の資格を有し、当該資格に係
る経営事項評価点数が1200点以上である
者であること。）なお、経常建設共同企業体、
協業組合及び事業協同組合は、特定建設工
事共同企業体の構成員となれないものとす
る。

 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者（の
再認定を受けた者を除く。）でないこと。又は、
この条件を満たす２者又は３者で構成された
共同企業体。
 以下に示す地理的条件に該当する者である
こと。 制限なし（全国）

 工事概算数量
床版取替工 約１千
床版防水工 約１千
舗装工 １式
詳細設計 １式

 工期 契約締結日の翌日から1080日間（週
休２日制モデル工事）
半導体及び鋼材等の資材の不足及び調達遅
延を含め、受注者の責によらない事由を原因
とした工事の遅れが生じる場合の対応とし
て、契約書第22条の規定に基づき、受注者か
らの工期延長の請求の措置により、工期延長
の協議を行うことができるものとする。
 本工事は、全ての入札参加者から単価表の
提出を求める工事である。
 本工事は、競争参加資格において「配置予
定の技術者等」の配置基準を設けず、契約締
結後の設置要件とする工事である。
 本工事は、申請時に設計図書に参考として
示した図面及び仕様書において品質・安全・
工程等に関する技術提案及び入札書を求め、
技術提案を審査して技術評価点が50点以上の
者を選定し、選定された者の入札書の開札を
行い、契約制限価格の範囲内の入札額で最も
総合評価点が高い者を落札者とする「施工技
術競争型総合評価方式」の適用工事である。
技術提案にあっては、施工方法及び仮設備計
画に関する変更提案は可能とするが、工事目
的物の大きな変更を伴う提案は「不適格」と
することがある。
 本工事は、電子契約によることができる。
ただし、外国の企業で日本国内における商業
登記が未登記により電子証明書を取得できな
い場合はこの限りではない。（詳細は入札（見
積）者に対する指示書を参照）

 本工事は、工事の契約締結に伴い、関連す
る工事の調査・設計及び施工を約定した基本
契約を契約締結し、基本契約に基づいて本工
事を契約締結することを条件とした工事であ
る。
基本契約に含まれる工事概要は以下のとお
りとし、詳しい内容は、特記仕様書の補足事
項又は設計図面の参考資料として示す内容と
する。
 基本契約名 中央自動車道（特定更新等）
諏訪湖ＳＡ～岡谷ＪＣＴ間床版更新工事
 基本契約対象工事の工事場所
中央自動車道 西宮線
自）長野県諏訪市中州
至）長野県岡谷市川岸東

 基本契約対象工事の工事内容 本 工 事
は、中央自動車道 花岡第二高架橋（上り
線）、花岡第一高架橋（上下線）の床版取
替を行う工事である。
 基本契約対象工事の概算数量
床版取替工 約３千
床版防水工 約３千
舗装工 １式
詳細設計 １式

 基本契約の有効期間 契約締結日の翌日
から1800日間（週休２日制モデル工事）

 契約制限価格を上回った場合の取扱い
本工事の競争入札では、見積協議方式を適
用する。
見積協議方式とは、全ての入札参加者の入
札価格が契約制限価格を上回った場合に、総
合評価点の最も高い者などの特定の１者を協
議相手として選定し、会社の設計価格の算出

方法と協議の相手から提出された入札価格の
算出方法との相違点を確認するための協議を
行った上で相手の入札価格で契約を締結した
後、工事施工中に施工実態を調査し、協議で
確認対象となった項目との差異を確認し、差
異のあった項目について契約変更を実施する
方式をいう。
なお、協議の相手から提出された入札価格
により、協議相手を選定しない場合がある。
 本工事は、建設業法第26条第３項ただし書
の規定の適用を受ける監理技術者（以下「特
例監理技術者」という。）の配置は認めない。
 週休２日制モデル工事 本工事は、週休２
日を前提とした工事費及び工期を確保した
「週休２日制モデル工事」（発注者指定方式）
である。工事期間内において週休２日を達成
した場合は、工事成績評定において加点評価
の対象とする工事である。

 施工実績 平成20年度以降に元請として
しゅん功認定された、以下に示す同種工事の
実績を有すること。ただし、施工実績が、中
日本高速道路株式会社が発注し、しゅん功認
定された工事（旧日本道路公団（以下「旧Ｊ
Ｈ」という。）が発注し、平成20年度以降にしゅ
ん功認定された工事を含む。）である場合に
あっては、請負工事成績評定要領第３条第２
項に規定する評定表の評定点合計（以下「評
定点合計」という。）が65点未満のもの並びに
国、地方公共団体及び公共工事の入札契約の
適正化の促進に関する法律（平成12年11月27
日法律第127号）第２条第１項の政令で定め
る法人（以下「他の機関」という。）が発注し
た工事である場合にあっては、工事成績評定
が一定の点数未満であるために当該機関の競
争入札において施工実績として認めていない
ものを除く。
なお、求める実績に対して提出できる施工
実績は１件とする。（特定建設工事共同企業体
及び経常建設共同企業体の構成員としての施
工実績は、出資比率が20％以上の場合のもの
に限る。異工種の特定建設工事共同企業体の
構成員としての実績は、協定書の分担工事の
実績のみ同種工事の実績として認める。この
場合、協定書の写しを競争参加資格確認申請
書に添付すること。）
 単体又は特定建設工事共同企業体（甲型）
を構成する場合の代表者
求める実績
工事橋面積1310以上のＰＣ合成桁橋

における橋梁床版の新設又は取替を行った
工事（橋梁床版は、現場打ち床版、プレキャ
スト床版を問わない。）
 特定建設工事共同企業体（甲型）を構成
する場合の代表者以外
求める実績
橋梁床版の新設又は取替を行った工事

（橋梁床版は、現場打ち床版、プレキャス
ト床版を問わない。）




		2023-07-18T14:44:50+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



